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はじめに

富山県域の降水による物質輸送で特徴的な現象であ

る海塩輸送の季節変化と輸送挙動，および，冬季季節

風によって輸送されてくると考えられる中国大陸由来

の酸性物質の輸送挙動を解明するため，富山市の北西

の風上方向にある石川県羽咋市，および，押水町の海

岸線から富山市方向に5～10km間隔で降雪を採取し・

物質沈着量の変化を追跡した。その結果について報告

する。

試料の採取

一回の冬型気圧配置による降雪現象の終了後，各調

査地点で同一の降雪と考えられる新雪層を採取した。

採取地点の概略を表1に示す。

試料の採取には雪ベラ，アクリル製の筒，または，

円筒形のプラステック容器を用いた。雪ベラで採取し

た場合は，新雪試料を四角柱型に切り出し，試料の縦，

横，高さ（新雪の深さ）を測定した。アクリル製の筒、

および，プラスチック容器の場合は，分析可能になる

までの採取回数と新雪深さを計測した。採取した試料

はポリエチレン袋に入れ，富山市科学文化センターに

持ち帰り，融解後，重量を測定し，降水量，雪密度を

計算した。

またpH，電気伝導度を測定後，イオン成分をイオ

ンクロマトグラフ（除去カラムなし）で分析した。分
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離カラムは陽イオンカラムに島津IC-C2，陰イオンカ

ラムに島津IC-A3を使用した。移動相は，陽イオン用

IC-C2カラムに対しては5，M酒石酸，1，Mジピコ

リン酸の混合溶液を利用し流量は1mUminに設定し
た。

陰イオン用の移動相は8mMpヒドロキシ安息香酸，

3.2,Mトリス（ヒトロキシメチル)アミノメタン，50

，Mホウ酸混合液で，流量は12ml/minに設定した。

なお，カラムオーブンの温度は40℃に設定した。

結果

調査結果を表2～表14に示した示した。なお，調査

コードは採取年月日を示している。

海塩成分に関しては，石川県の海岸線の地域から富

山市に向けて濃度，沈着量の減少がみられ，角階・品

川（1977）で報告された濃度の減衰式と同等の式が

（1）得られた。

D=Aexp(-BL）（1）

ここで，

D：沈着量，

A：初期係数，

B：減衰係数（0.014～0.057)，

L：海岸線からの距離（k､）

この減衰式は河川水の塩化物イオン濃度の解析から

求められ，冬期間の観測でも確認されているが，この

調査では一降雪における海塩成分の沈着量が海岸線か

らの距離によって減少することがわかった。

また，新雪中の海塩成分の比（Cl~/Na+，Mg2+/Na+）

は，海岸線から50-55km程離れ沈着量が海岸線の地域

と比べてかなり減少している富山市内においても，海

水の組成比を保っていた。

さらに，酸‘性雨の原因成分の一つの非海塩性硫酸イ

オン沈着量は富山市に向けて横ばい，又は，量が増え

る現象も見られ，富山市内では地元起源の酸性物質の

寄与が大きいのではないかと推定された。

これらのデータの一部を利用した解析結果について

は現在投稿中である。
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雪雲の移動に伴う降雪組成の変化に関する調査結果
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